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 本 稿 は 平 成 25 年 1 月 29 日 に 当 機 構 が 主 催 し た 平 成 24 年 度 産 業 別 障 害

者 雇 用 促 進 講 習 の 講 演 を 加 筆 ・ 修 正 し た も の で す 。
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「教 育機 関に おけ る障 害者 雇用 の現 状と 課題 」  

 

              （ 独）高 齢・障害 ・求職 者雇 用支援 機構  

                                         障害者職 業総 合セン ター  

研究員  笹川  三枝 子  

 

 

１、 障害 者雇 用に 係る 法制 度と 雇用 状況  

（１ ）障 害者 雇用 促進 法に つい て  

障害者 雇用は 、大も とに なる法 律があ り ます。 障害者 の雇用 の

促進等に 関する 法律 と いい 、「障害 者雇用 率制度 」が一 つの大 きな

法律の柱 です。  

世界の障 害者雇 用は 、” 差別禁 止”と い う形でや ってい る国 と”

雇用割り 当て ”と いい 雇 用率を 決めて「そ れを守 っ てくだ さい ね」

という形 でや ってい る国が ありま す。日 本は”雇 用割 り当て ”で

ある雇用 率制 度です 。法定 雇用率 は、今 日現在 1.8％ですが 、平

成 25 年 4 月から 民間企 業は 2.0％に引き 上げられ る予定 です 。  

二つ目の 柱が「 障害 者雇用 納付金 制度」 です。  

雇用率が 未達成 の企 業で、 ある程 度の規 模以上の ところ には 、

お金を納 めて くださ いとい うもの です。 この納め てい ただく 「あ

る程度」 の範囲 が、 以前は 常用労 働者 301 人以上の大 企業か ら納

めていた だいて いま したが 、2010 年から 常用労働 者 200 人を 超え

る企業に 範囲を 拡大 しまし た。さ らに 今 後は常用 労働者 100 人を

超える事 業主に も拡 大して いく予 定です 。  

その他 、この 法律の 内容 は といい ますと 、2010 年 7 月から短 時

間労働者 が雇 用率の 範囲に なりま した。 これによ り雇 用率算 定に

おける分 母が 増えま した。 つまり 同じ数 の障害者 を雇 ってい たと

しても、 雇用率 は下 がるこ とにな ります 。  

それから 「雇用 率算 定特例 」とい い、一 企業で雇 用率が 達成 で
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きていな くて も、グ ループ 会社で まとめ て算出で きる という 制度

がありま す。また 後ほど 詳し く述べ ます が、業種に より”除 外率”

というも のがあ り、 これは 段階的 に引き 下げられ ていき ます 。  

 

（２ ）企 業規 模別 障害 者雇 用率 の推 移  

厚生労働 省が毎 年 報 告を求 めてい る、雇 用義務の ある民 間企 業

における 6 月 1 日時 点での 雇用 状 況の集 計結果が 年末近 くに 発表

されます 。昨 年は 実 雇用率 が 1.69％、雇 用されて いる障 害の ある

方は 38 万人以上 と過去 最高に なり 、着実 に障害者 雇用は 進展 して

いるとの こと でした 。しか し中身 を詳し くみてみ ると 、必ず し も

着実に進 展とは いえ ない 部 分があ ります 。  

私は今、 中小企 業 に おける 障害者 雇用 に ついての 調査研 究を 行

っていま す。  

そこで 、去年 まで の雇用 率の推 移を企 業 規模別に 比べて みる と 、 

規模によ って 違いが ありま す。 300 人以上の大企 業は 、着実 に雇

用率を伸 ばし ていま すが、 中小企 業は、 1993、 4 年くら いに ピー

クに達し 、そ の後ど んどん 下がっ てい ま す。2004 年ごろ まで 下が

り続け、 やや持 ち直 してい るのが 現状で す。  

過去に障 害者雇 用を 支えて いたの は中小 企業で、 雇用率 も中 小

企業の方 が高 かった のです が、今 は規模 が小さい ほど 雇用率 が低

いのです 。  
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（３ ）ハ ロー ワー クに おけ る障 害者 紹介 状況  

先ほど説 明した よう に、平 成 24 年（ 2012 年）の集 計で は雇用 義

務のある 企業に 雇用 されて いる障 害者の 数は 約 38 万 2,000 人と過

去最高と なり 、その うち約 29 万 1,000 人が身体障 害者で した 。す

る と 障 害 者 雇 用 は 身 体 障 害 者 が 主 な の か と 思 え る の で す が 、 そ う

ではあり ません 。  

厚生労働 省から 発表 されて いる ハ ローワ ークに お ける障 害者 紹

介状況を みる と、就 職件数 、新規 求職申 込み 数は 、も ちろん 身体

障害者が 多い のです が、知 的障害 者、精 神障害者 もそ れに近 い数

になって きてい ます 。  

過去から の推移 をた どって いきま すと 、身体障害 者の就 職件 数、

新規求職 者申 込み数 は横ば いです が、知 的障害者 は右 肩上が り、

精神障害 者は それ以 上の勢 いで増 えてい ます。そ の他 の障害 者も

増えてい ます が、 そ の他の 障害者 とは 手 帳を持っ てい ない方 、た

とえば手 帳の ない発 達障害 の方 や 高脳機 能障害の 方、 難病の 方な

どとなっ ていま す 。  

 

（４ ）教 育委 員会 にお ける 雇用 率  

今回の講 習テー マが 教育分 野です ので、 教育委員 会の状 況を 申

し上げま すと 、10 数年前、教育委 員会は 雇用率が 低いと いう こと

が話題に なり 、労働 行政で 積極的 に働き かけをし まし た。そ の 頃

と比べて 雇用率 は上 がって きてい ます。  

都道府県 の教育 委員 会は 47 あります 。法 定雇用率 は、民間企 業

に 比 べ て 高 い の で す が 、 雇 用 率 を 達 成 で き て い る 都 道 府 県 が 47

のうち 24 で、関東で 達成で きてな い県 が 、茨 城、栃木 、埼 玉、東

京です。 市町村 の 教 育委員 会では 、 74 機 関のう ち 61 機関 が達 成

しており 、ま だ達成 できて いない ところ があるよ うで す。改 善は

されてき てい ますが 、雇用 率が今 年の ４ 月から上 がり 、都道 府県

では 2.2％、国・地 方公共 団体は 2.3％ になりま した。  
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（５ ）除 外率 の引 き下 げに つい て  

一律に法 定雇用 率を 適 用す るには 、職務 内容から して厳 しい 業

種がある とい うこと で、特 定の業 種に関 して雇用 義務 の軽減 を図

る制度が 除外 率制度 です。 しかし 、環境 の整備も され つつあ り、

今後除外 率は 段階的 に 引き 下げて いきま しょうと いう ことが 平成

14 年（ 2002 年）の法 改正 で 決ま り、これ まで二回 引き下 げが 行わ

れました 。  

平成 22 年 （ 2010 年）に二 回目の 引き下 げがあり 、教育 関係 の

ところだ け抜き 出し ますと、幼稚園 が 60％、小学 校が 55％、特殊

教育諸学 校 45％、 児童福 祉 事業 が 40％ 、高等教 育機関 が 30％で

す。例え ば、私 立大 学で教 職員数 が 1,000 人いたとす ると、 私立

の場合 1.8％の雇用 率です ので 18 人雇う 必要があ ります 。除 外率

が改正前の 40％ であれ ば、 1,000 人の 40％分を 引き 、 600 人の

1.8％で 10 人雇うこ とにな ります 。と こ ろが除外 率が 30％にな る

と、 1,000 人の 30％分を引き 、 700 人かける 1.8％ですので 、 12

人雇う必 要が ありま す。し かも今 度は雇 用率が 2.0％になる わけ

ですから 、か なり増 えるこ とにな ります 。しかも 段階 的に除 外率

を縮小す るわけ です から 1,000 人の学 校 であれば 20 人雇 うこと に

近づいて いくと いう ことで す。以前は 10 人雇った けれど 、こ れか

らは 20 人雇 わなけ ればな らない 時期が 近づ いて いる という こと

です。  

 

（６ ）教 育機 関に おけ る障 害者 雇用 の課 題・ 制約 とは ？  

私どもで 行った 企業 アンケ ート調 査では 、様 々な 業種の 企業 に

自由記述 欄を 設けた 調査 票 をお送 りした ところ、 大変 多くの 中小

企 業 の 方 々 に ご 記 入 を い た だ き ま し た 。 そ の 中 か ら 教 育 機 関 の

方 々 の ご 意 見 だ け を 紹 介 い た し ま す 。 教 育 機 関 の 障 害 者 雇 用 に  

対する制 約・ 課題、 こうい うこと で困っ ていると いう 声です 。 な

お、ここ でい う教育 機関と は、私 立の小 中学校や 高等 教育機 関だ
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けでなく 、各 種学校 や学習 塾など も含ん でいるこ とに ご注意 くだ

さい。  

まず一つ 目は、 中小 企業と いうこ ともあ り、健常 者と同 等の 仕

事をこな せな い障害 者を雇 用する 余裕は ないとい う、 能力不 足や

人件費を 心配す る声 が多く あがり ました 。    

次に、教 師は分 業が 難しい 、事務 仕事は アウトソ ーシン グし て

いるとい った、 職務 切り出 しが難 しい と いう意見 があり まし た 。  

それから 、既存 の建 物全て にバリ アフリ ーなどの 環境整 備を す

ることは 難し い、社 内に支 援者を 付けら れない、 現場 の従業 員の

理解が得 られ るかど うか心 配であ るとい った声が 寄せ られま した 。 

まとめて いうと 、中 小企業 に共通 した課 題として バリア フリ ー

や人件費 の心配 があ り、業 種な らでは の 課題とし て、「教 師とい う

中心的業 務に 対して 高い能 力が求 められ る、障害 者の ための 職務

を切り出 せな い」と いう心 配があ るとい うことで 、 こ れは皆 様も

そうお思 いにな るか なと思 います 。  

 

 

２、 アン ケー ト調 査の 結果 から  

（１ ）ア ンケ ート 調査 の概 要  

視点を変 えて、 アン ケート 調査に ついて ご紹介を します 。  

現在取り 組んで いる 研究で 、 私た ちは、 やや大が かりな アン ケ

ート調査 を２本 行い ました 。 一つ は 56～ 999 人の企業 約 5,000 社

にアンケ ート をお送 りした 調査と 、もう 一つ は雇 用・ 就職支 援機

関。こ れは 全数調 査で 2,694 機関にお 送 りして調 査を行 いま した 。 

 

（２ ）企 業規 模と 障害 者雇 用経 験  

このアン ケート 調査 結果を 分析し てわか ったこと は、ま ず、 企

業規模と 障害 者雇用 経験 の 関係で す。グ ラフのと おり 、企業 規模

が小さい ほど 障害者 雇用経 験がな い、 あ るいは経 験は あって も 今
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は雇用し ていな い 企 業の割 合が高 い とい う結果で した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３ ）企 業規 模と 障害 者雇 用経 路  

次は、雇 用経験 のあ る 企業 に対し て 、ど ういう経 路で雇 いま し

たかとい うこと をお 聞き し ました 。規 模 を二段階 に分け て 56 人か

ら 300 人の中小企 業、 301 人から 999 人の大企業 に分け て比 べた

グラフで す。 結果を みると 、 中途 障害、 例えば 疾 病と か事故 など

で受障し た社員 を引 き続き 雇用し たとい う、“中 途障害 者の継 続雇

用”の割 合が 高く 、 特に中 小企業 では ３ 分の１以 上を 占めて いま

す。  

 

（４ ）雇 用経 験と 雇用 経路 に着 目し てわ かっ たこ と  

さらに、 募集を 出し たら応 募した 人が た またま障 害者で あっ た

という内 容の 答えが 多かっ た「そ の他」 が あり、 先ほ どの“ 中途

障害者の 継続 雇用” と合わ せて“ 非意図 的雇用” と 呼 ぶこと にし

ます。意 図して 障害者 を雇う のでは なく 、意図せ ずに 、「社員 が中

途受障し た」ある いは「たま たま応 募した 人 が障害 を持っ てい た 」

という非 意図 的な雇 用の割 合が 、 中小企 業でも大 企業 でも多 く 、  

とりわけ 中小企 業で は５割 以上と なって います。  
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これらの “非意 図的 雇用” では雇 用ノウ ハウが蓄 積され ない た

め、今会 社に いる（ 多くは 身体） 障害者 が退職さ れた 後に次 の雇

用につな がり にくく 、新た な取り 組みが 求められ る可 能性が 高い

と思われ ます。  

 

（５ ）企 業規 模と 障害 者雇 用開 始時 期  

次の集計 は、雇用を 始めた 時期に 着目 し て行いま した 。「 いつ障

害者雇用 を始 めた の ですか 」とい うこと を 四段階 の規 模ごと にま

とめたの がこの グラ フです 。ど の規模 も 2000 年以降に 雇用を 始め

た企業が 一番 多いの ですが 、その 割合は 規模が小 さい ほど大 きい

です。中 小企 業 の多 くが比 較的最 近にな って障害 者雇 用を 始 めた

というこ とです 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先ほど、 規模に よっ て 雇用 率の推 移は違 っていて 、昔は 中小 企

業の方が 雇用 率は高 かった が、徐 々に下 がってき たと いうこ とを

言いまし たの で、中 小企業 は最近 障害者 雇用を始 めた ところ が多

いという 結果 はやや 意外に 思われ るかも しれませ ん。 おそら く 、

過去に障 害者 雇用を 支えて いた多 くの中 小企業が 倒産 や廃業 など
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によって 現在 は姿を 消して いる可 能性が 高いので はな いか と 推察

していま す。  

（６ ）障 害者 雇用 開始 時期 と雇 用障 害者 の障 害種 類

次は、企 業が現 在 雇 用して いる障 害者の 障害 種類 に着目 して ま

とめた集 計です 。  

グラフは 、雇用 経験 のある 企業を 対象に 、中小企 業と大 企業 に

分け、さ らに障 害者 雇用を 始めた 時期に よって、1969 年まで、1970

年代、 1980 年代、 1990 年代 、 2000 年以降と５つ のグル ープ に分

け、次に それ ぞれの 年代ご とに現 在雇用 している 障害 者の障 害種

類を調べ ました 。  

（７ ）障 害者 雇用 開始 時期 に着 目し てわ かっ たこ と

企業が障 害者雇 用を 始めた 時期と 雇用さ れている 障害者 の障 害

種類に着 目して 調べ てみる と、次 のこと がわかり ました 。  

まず、ど の雇用 開始 時期に お いて も、中 小企業の 方が大 企業 よ

りも現在 身体 障害者 のみを 雇用し ている 企業の割 合が 高いこ とで

す。  
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次に、法 制度と 雇用 障害者 の障害 種類の 関係です 。身体 障害 者

の雇用義 務化が 1976 年、知 的障 害者の 雇 用率算定 開始が 1987 年、

精神障害 者の雇 用率 算定開 始が 2006 年 ですが、 1969 年ま でに雇

用を始め た企 業 では 身体以 外の障 害者 の 雇用割合 が比 較的高 いの

に、身 体障 害者の 雇用が 義務 化 された 1970 年代に雇用 を始め た 企

業は、今 も身 体障害 者 のみ を雇用 してい る企業の 割合 が非常 に高

いのです 。企 業は 法 制度で 雇用率 に算定 されるよ うに なった 障害

者の障害 種類 を強く 意識し て雇い 始め、 今の 雇用 状況 にもそ の影

響が及ん でいる ので はない かと考 えられ ます。  

さらに、 中小企 業を みます と、過 去には 雇ってい たが今 は雇 っ

ていない ところ が 比 較的多 いこと がわか りました 。雇った けれど 、

もう辞め てし まって 今はい ないと いう形 です。そ の後 新たな 障害

者を雇え ていな い状 況があ ります 。  

 

（８ ）業 種と 雇用 障害 者の 障害 の種 類  

次のグラ フは業 種 ご とに中 小企業 だけ取 り出しま した。 回答 企

業数が一 桁だっ た鉱 業 を抜 いた 16 業種 について 、雇用し ている 障

害者の障 害種類 を調 べたも の です 。上 か ら順に 、雇用 経験 がない 、

あるいは 過去 には雇 用して いたが 今は障 害者がい ない 割合が 多い

業種を並 べま した。 上から 順に 障 害者雇 用に困っ てい る業種 とい

うことに なりま す。  
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厚生労働 省の雇 用状 況報告 集計に よると 「教育・ 学習支 援業 」

は 1.42％の雇用 率で他 の業種 と比 べて低 い状況で す。私ども の調

査では 、現在 障害者 を雇用 してい ない 企 業の割合 が 37.0％で 、困

っている であろ う業 種の四 番目で した。  

障害者雇 用にお いて は、身 体障害 の方だ けを雇っ ている 企業 も

困る可能 性が 高いの ではな いかと 考えら れます。 とい うのは 、そ

れ以外の 障害 者の雇 用ノウ ハウが ないた めに、 も し身 体障害 の方

が転職な り定 年なり で辞め た後に 、次の 障害者労 働者 の確保 とい

う問題が 出て くるか らです 。 これ を多い 順に 並べ ると 「教育 ・学

習支援事 業」 は四番 目に当 たりま すので 、 障害種 類と いう観 点か

ら見ても この 業種は 今後工 夫や努 力が必 要ではな いか と思っ てい

ます。  

 

（９ ）地 域と 雇用 障害 者の 障害 種類  

地域に関 しても 調べ ました 。地域 によっ て、雇っ て いる 障害 者

の障害種 類に 違いが ある の です。 調べ方 として、 企業 を中小 企業

と大企業 に分け、さらに 地域を 200 万人 以上の都 市（東京、横浜、

名古屋、 大阪 がこれ にあた ります ） とそ れ以外の 地方 に分け て、

４つの群 を作 って比 較して みまし た。 す ると、中 小企 業は大 企業

と比べて 障害 者を 雇 用して いる企 業の割 合が全体 に 低 く、と りわ

け大都市 の大 企業で 雇用企 業割合 が低く なってい まし た。中 小企

業では、 大都 市地方 とも 知 的障害 者、精 神障害者 雇用 割合が 低い

のですが 、特 に地方 の中小 企業で は精神 障害者の 雇用 割合が ５％

以下と大 変低い 状況 でした 。  
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（ 10）地 域と 今後 の雇 用方 針  

同じ４つ の群で 、 今 後の障 害者雇 用方針 について 聞いて みま す

と、肯定 的な 答えが 多かっ たのは 大都市 の大企業 であ り、次 に地

方の大企 業、 地方の 中小企 業、大 都市の 中小企業 の順 になり まし

た。大都 市の 中小企 業とい うのは 、様々 な統計結 果か らして お困

りになっ ている ので はない かと思 います 。  

 

（ 11）地 域と 雇用 ・就 労支 援 が支 援す る 企業 の規 模  

企業アン ケート 調査 の他に 、雇用 ・就労 支援機関 の調査 を行 い

ました。 知的 障害者 、精神 障害者 の雇用 において は支 援機関 を利

用するこ とが 大変重 要です が、そ の支援 機関と企 業の 数は必 ずし

もバラン スが とれて いない 。地方 には企 業は少な いけ れど支 援機

関は多い 、大 都市に は企業 が多い けれど 支援機関 が少 ないと いう

状況です 。  

支援機関 も大都 市と 地方に 分けて 、どう いう規模 の支援 を行 っ

ているか を聞 きます と、大 都市 の 支援機 関は、 1,000 人以上 の大

企業とか その特 例子 会社 に 支援し ていま す。  

しかし地 方の支 援機 関では 、55 人以下の 雇用義務 のない とこ ろ
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に多く支 援を してい る こと がわか りまし た 。障害 者雇 用に困 って

いるであ ろう 大都市 の中小 企業 に は、支 援機関の 手が 十分届 いて

いない状 況があ るの ではな いかと 考えて います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、 教育 機関 にお ける 障害 者雇 用促 進の 方策 とは ？  

（１ ）従 来の 取組 みの まま では 行詰 まる かも ・・ ・  

ここまで 、教育 機関 におけ る障害 者雇用 の状況に ついて 、法 制

度や私ど ものア ンケ ート調 査結果 からご 説明しま したが 、「教育 ・

学習支援 業」 は現在 障害者 雇用に 苦労し ていると 思わ れます 。残

り時間が 少な くなっ てまい りまし たが、 提案とし て、 こうい う 方

策案もあ るので はな いかと いうこ とを話 したいと 思いま す。  

まず、今 までの 取り 組みで は行き 詰まる 可能性が あるの では な

いかとい うこと です が、その理 由とし て、雇用率は 引き上 げら れ、

納付金対 象の 範囲は 拡大し 、除外 率は下 がってき てい ます。 雇用

率達成指 導も 強まっ ていく ものと 予想さ れます。 では 、お金 を 払

えばいい とい う企業 も中に はあり ますが 、ＣＳＲ とい うこと で注

目されて いて 「この 企業は 障害者 雇用に 理解がな い」 などの 評 判    

が立つの を嫌う 企業 も多い です。  
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先ほど  “非 意図的 雇用”と述べ ました が 、この雇 用の仕 方では

雇用ノウ ハウ が蓄積 されな いので 、その 方が辞め た時 に次が 続か

ないので す。ま た、雇 おうと しても 、「能 力の高い 身体障 害者 なら

雇える」 とお 考えの ところ が多い と思い ますが、 今の 労働市 場の

状況を見 ます と、そ ういう 求職者 の数は 非常に限 られ ていて 、求

人を出し ても応 募し てくる 可能性 は高く ないと考 えられ ます 。  

それから 、支援 機関 の方々 にお話 を聞き ますと、 大都市 では 大

企業とか 特例 子会社 などは 動きが 早いそ うです。 もう 10 人～ 20

人の単位 で募 集して いるそ うです 。多く の障害者 が 既 に大都 市の

大企業に 雇用 されつ つある かもし れない ので、今 、動 き始め てい

かないと 後れを 取 っ てしま う可能 性もあ ります。  

 

（２ ）で は、 どう する か？  

ではどう するか とい うこと ですが 、四つ の ご提案 をした いと 思

います。  

一つ目は 、雇用 ノウ ハウな どの情 報を収 集する こ とです 。特 に

今まで「 身体 障害者 だけを 雇って いる」 という 企 業の 方々は 、始

めた方が いい と思い ます。 その雇 用 ノウ ハウの情 報収 集にお いて

は企業団 体や同 業他 社に働 きかけ ること が有効だ と思い ます 。“企

業にとっ て一番 有効 な情報 は、企 業が持 っている ” ので す。  

二つ目は 、信頼 でき る支援 機関を 見つけ る ことで す。障 害者 だ

けの立場 に立 つ支援 は困る という 企業の 方の声を よく 聞きま すが 、

企業のこ とも よくわ かって いる支 援機関 が出てき てい ます。 埼玉

に「障害 者雇 用サポ ートセ ンター 」 とい うところ が あ ります が、

ここはス タッ フ全員 が 企業 出身者 で、企 業からの 相談 に応じ てい

ます。他 にも 、企業 団体に みずか らも加 入して勉 強し ている 支援

機関もあ りま す。障 害者だ けでな く 企業 の利益に も配 慮が得 られ

るという 支援機 関も 増えつ つある のです 。  

三つ目の 提案は 、身 体障害 以外の 障害者 に着目す る こと です 。
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例えば知 的障 害者の 雇用で 、特例 子会社 を立ち上 げる という 方法

も一つで すし 、 求職 者の数 が急激 に増え ている 精 神障 害者、 発達

障害者に 着目 する方 法もあ ります 。しか し、ただ 雇え ばうま くい

くかとい うと 、精神 障害者 、発達 障害者 に関して は、 非常に 見え

にくい障 害で ある分 、失敗 すると 本人に も企業側 にも つらい 結果

を招くこ とも あり得 るので 、支援 が重要 です。信 頼で きる支 援を

セットで 雇用 すると いうこ とがい い ので はないか と思 います 。 従

来の支援 機関 の他に 、 民間 企業で 人材紹 介や就労 支援 をする とこ

ろが出て きてい ます 。  

四つ目は 、面接 だけ ではな くて職 場実習 を行って その人 の採 否

を判断す るの が大事 だとい うこと です。 職場実習 の制 度を持 って

いるとこ ろが いくつ もあり ますし 、トラ イアル雇 用な ども ご 活用

ください 。  

先ほど、 発達障 害者 につい てただ 雇えば いいかと いうと 、そ う

ではない と言 いまし たが、 少し補 足しま す。 発達 障害 者は取 り上

げられる 機会 が 増え てきま したが 、人数 も多いと いう ふうに 言わ

れていま す。 文部科 学省の 調査で は、普 通学級の 生徒 さ んで 発達

障害の特 徴を 持つ人が 6.3％。こ れに特 別支援教 育を 受けて いる

人を足すと 7.5％に なる。 先だっ て発達 障害 に大 変詳 しい ド クタ

ーにお話 しを伺 った ところ 、マ ックス 人 口の 10％じゃな いかと 言

われてい まし たが 、 多くの 発達障 害の方 がいらっ しゃ る ので す。

発達障害 の方 で、う まく職 場の環 境を設 定でき、 支援 もうま くで

きれば高 い能力 を発 揮して いる例 も多く あります 。   

学校の先 生方の こと ですが 、特に 昨今は 、先生が 攻撃の 矢面 に

立つこと が多 いよう に思い ます。 うつ病 などで休 職さ れてい る先

生も多い です ね。雇 用率の カウン トはど うなるの かと いうこ とを

考えまし た。 これは 学校で はない んです けれども 、あ る企業 で、

中途でう つ病 を発症 した 社 員の方 が障害 者の認定 を受 けて、 雇用

率にカウ ント できる ように なった という 話を聞 い たこ とがあ りま
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す。  

また、こ れは私 が 昔 担当し た方の ことで す。病気 で 休職 中の 先

生のご相 談を 受けた んです 。その 時、教 育委員会 の方 と相談 し た

ところ、復職に 関し ては「 教師は 100％で きなきゃ だめで す。100％

できなけ れば 辞 めて もらう んです 」と言 われまし た。 前のよ うな

仕事はで きない けれ ど、 で も本人 は復職 したい。  

そこで、私は、100％やる か辞め る かじ ゃ なくて、第三の 道があ

るのでは ない かと提 案しま した。 結局 、 その方は 職場 を一旦 退職

して嘱託 で再雇 用と なって 活躍さ れてい る例があ りまし た。  

教えると いう仕 事は 高い能 力を求 められ ますし、 障害者 の参 入

というの は難 しい面 もある とは思 います が、是非 皆さ んに ご 検討

いただい て、 身体以 外の障 害者、 知的障 害者・発 達障 害者・ 精神

障害者の 方々に も雇 用の場 を与え ていた だければ と思い ます 。  

というこ とで、 私か らの説 明をこ れで終 わります 。あり がと う

ございま した。  
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「（株 ）ＷＵ サー ビスの 取り組 み～大 学 にお ける 清掃業 務～ 」  

 

                    株式 会社Ｗ Ｕサ ービス  

                     マ ネージ ャー  伴  麻子  

 

 

１、 会社 概要  

名前のと おり、 早稲 田大学 の特例 子会社 です。 2007 年７月 に設 立、

2008 年３月に特 例子会 社とし て認 可を受 けました 。業 務内容 として は 、

主にキャ ンパス 内の 清掃業 務 、ま た昨年 度より学 内の封 入等 事務作 業

を行って います 。本 日は「 大学に おける 清掃業務 」とい うテ ーマを い

ただきま したの で、 清掃業 務 に限 って報 告をさせ ていた だき ます。  

  

２、 立上 げ時 、ま た現 在の 概況  

大学本体 では教 員・職 員の 中で障 害を抱 える方が 一定数 在籍 されて

いました 。特例 子会 社立上 げの き っかけ としては 2004 年の 除外率 切

下げ（ 50％から 40％へ ）、 また障 害を持 つ教職員 の退職 が重 なった こ

ともあり 、法定 雇用 率を下 回る状 況とな りました 。そこ で、 学内で 障

害者を雇 用でき そう な部署 がない かとい う検討が 始まり 、 大 学の下 に

いくつか 子会社 があ る うち の施設 管理・ 警備全般 を管轄 する 子会社 で

ある「プ ロパテ ィ・ マネジ メント 」が 「 清掃なら 可能 で は」 と手を 挙

げたこと が発端 です 。 2007 年７月に 設 立、 10 月より実 際の作 業を開

始し、 2008 年３月に認 定を受 ける に至り ました。  

大まかな 現状と して は、教 員は専 門性を 要するた め障害 者枠 を 教員

で満たす のは難 しい 状況が ありま す。ま た大学内 での 単 純な 事務作 業

は既に外 注化が 進ん でいる 事情 も あり、 大学本体 におけ る安 定的雇 用

の確保が 難しい 状況 です。 2012 年６月 現 在で、大 学本体 と WU サ ービ

スでの雇 用を合 せ 50 ポイント ほど、 雇 用率は 2.15％でした。  
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３、 大学 内で の位 置づ け  

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

学内では 、大学 子会 社の更 に子会 社とい う位置づ けにな りま す。 社

長・取 締役等 の役員 は、先ほど 出ま し た「 プロパテ ィ・マネジ メント 」

との兼任 で、大学 本体か らの 出向と いう 立場です。学内の 総務、人 事、

財 務 と い っ た い く つ か の 部 署 の 役 職 者 も 役 員 と し て 関 わ っ て い ま す 。

現場は 15 名で、 11 名の障害者 スタッ フ と 4 名のサ ポート 社員で す。

スタッフ 3～ 4 人に １人の 社員が 付く割 合で一つ の作業 チー ムを形 成

し、業務 を行っ てい ます。  

 

４、 障害 者の 雇用 状況  

全員が知 的の障 害を お持ち で、11 名の方 のうち職 業上 重 度の 障害の

方が 3 名います 。将 来的に は 受入 れ障害 種別 を広 げてい きた いと考 え

ており、 昨年は 聴覚 障害、 精神障 害の方 を実習生 として 初め て受入 れ

ました。  
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５、 沿革 （事 業展 開）  

設立当初 はスタ ッフ ７名、 社員３ 名の 計 10 名体制、 キャン パス 屋

外清掃の みの担 当で スター トしま した 。2009 年度より 室内清 掃を担 当

すること になり 、そ の後順 調に担 当エリ ア、また 作業種 類を 増やし て

いくこと ができ まし た。2013 年現在では 屋外作業 と室内 作業 の割合 は

１対２程 度、室 内の ほうが 多い割 合にな っていま す。  

 

６、 清掃 作業 概要  
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現 在 の 作 業 内 容 は 表 の と お り で す 。 屋 外 清 掃 を “ キ ャ ン パ ス 作 業 ”

と呼んで います が、 主にゴ ミの回 収 ・分 別、掃き 作業で す。 ゴミ回 収

は、早稲 田キャ ンパ スの中に 30 ヶ所ほ どゴミ箱 の設置 場所 があ る 内

の３ヶ所 を担当 して い ます 。１つ の設置 場所につ き ５種 類の ゴミ箱 が

ありまし て、回 収し たゴミ を一旦 ゴミ集 積所に運 び、分 別す るとい う

二段階で 作業を 進め ていま す。掃 き作業 は正門 か ら大隈 銅像 に至る 一

番メイン の通り で、 学生や 見学者 、車の 通行量も 多く 変 化に 富んだ エ

リアを担 当して いま す 。そ の他、 植込み から落ち 葉を掻 出し たり雑 草

を抜いた り、コ ンク リート の地面 の汚れ をブラシ で落と し た りとい う

周辺作業 も行っ てい ます。  

室内作業 は、現 在は ８ 号館 で６フ ロア分 の共有部 分を担 当し ていま

す。ここ は一般 教室 ではな く教員 の研究 室フロア です。 そこ の共有 部

分に限定 して作 業し ていま す。具 体的に は、廊下 カーペ ット にバキ ュ

ームを掛 け、ト イレ ・ラウ ンジは 午前、 午後と１ 日２回 清掃 を行い ま

す。  

 ここで 、作業 風景 をご紹 介させ ていた だきます （会場 では 写真で 紹

介 ）。 ま ず 、 屋 外 清 掃 で す が 、 メ イ ン は 竹 ほ う き で の 掃 き 作 業 で す 。

落ち葉は 春先、 台風 シーズ ン、ま た秋か ら冬にか けて 大 変な 量があ り

ます。右 の写真 は、 学生が 夏休み に入り 閑散期に なる頃 の様 子で、 ゴ

ミ箱を一 台ずつ 水洗 いし て きれい にして いる場面 です。 閑散 期には 普

段手の回 らない とこ ろに 時 間をか けるこ とができ ます。 下の ３枚は ゴ

ミ回収・ 分別の 場面 です。 よほど の悪天 候を除 き 、ゴミ 回収 は必ず 行

います。 屋外清 掃は 、寒さ ・暑さ ・蒸し 暑さ とい った自 然環 境の厳 し

さ、作業 量の変 動に 対応し ていく ことが 求められ る現場 です 。  

  続い て室内 清掃 の場面 です。 ８号館 で、左か ら車椅 子ト イレ・ 男子

トイレ・ 洗面台 の作 業です 。下は 廊下の バキュー ム、ラ ウン ジの流 し

台、そし てエレ ベー ターの 扉を拭 いてい る場面で す。  

これは封 入作業 です 。まだ 定型 業 務には なってい ないの です が、昨

年 12 月に行っ た封 入作業 です。 役割を 分担し、 流れ作 業で 行いま し
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た。こ れはス タッフ と社員 で体制 を組 み 、一週 間ほど で完了 しまし た。 

 こちら は研修 の様 子です 。毎年 防災訓 練、清掃 研修、 栄養 講座等 を

作業時間 に組込 んで 実施し ていま す。真 ん中の写 真は  “ソ ー シ ャ ル ・

スキル・ トレー ニン グ”で すね。 職業セ ンターの カウン セラ ーを 講 師

に招き、 作業場 面で 必要な 応答の 仕方を ロールプ レイし てい るとこ ろ

です。右 側は作 業で 使うタ オルを 縫って いる場面 です。 これ は作業 が

早く終わ った時 、あ るいは 悪天候 で屋外 作業がで きない 時な どに準 備

として行 います 。  

  ここ からは 行事 です。 ４月の 入社式 ですね。 社内の イベ ントや 誰か

の送別会 等の時 は、 有志が 残って 簡単な デザート を作る こと もあり ま

す。右 側はク リスマ ス会 、毎年 新人が 司 会を務め ること にな ってい て、

こうした 役割を 果た すこと も 新し い経験 になると 思いま す。  

 

７、 清掃 業務 の詳 細  

  ここ からは 清掃 業務を 少し詳 しくご 説明して いきた い と 思いま す。

まず屋外 作業で は、 作業環 境が天 候や季 節によっ て大き く変 化しま す 。

人 に よ り 衣 服 調 整 や 夏 場 の 水 分 摂 取 の 重 要 性 を 充 分 認 識 で き な い こ

とがあり 、必要 に応 じて声 かけや 具体的 提案を行 います 。作 業内容 や

順序につ いても 業務 前に社 員が状 況確認 を行い、 臨機応 変の 指示を 出

すことが 欠かせ ませ ん。繁 忙期 、 閑散期 の人員調 整も課 題で 、 代替 作

業を探す 必要も 度々 生じま す。  

  また 、広い エリ アを少 人数で 行うた め、分散 してい る作 業現場 を社

員が巡回 し、進 捗状 況や仕 上り具 合の確 認、指示 出し を しま す。  

  室内 清掃は 屋外 の作業 と違い 、作 業 環境 や作 業量は 安定 してい ます 。

大体毎日 同じよ うな 作業が あ り、 同じ時 間に終わ ること が見 込まれ る

という状 況です 。階 段・教 室・研 究室な ど 危険、 また作 業困 難なエ リ

アは、調 整可能 な範 囲で外 しても らう よ うにして います 。時 間的な 制

約もあり ます。 ８時 から体 操、朝 礼・準 備等をし ますと 作業 開始は ８

時半がや っとで すが 、教室 は 授業 時間前 に作業完 了が 必 須で あり、 物
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理的に難 しいと いう ことに なりま す。こ の辺りの 調整は 親会 社が学 内

の施設管 理を担 当し ている 関係で 、比較 的スムー ズに い きま した。  

  続い て「エ リア の選定 時の留 意点」 に触れた いと思 いま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

エ リ ア を 選 ぶ 時 に 考 え る べ き 事 柄 を 書 出 し ま し た 。「 ス タ ッ フ の 作

業 能 力 」、 言 う ま で も な く 一 人 一 人 作 業 能 力 に 違 い が あ る 上 、 各 人 ま

た総体と して“ 年初 と年末 が違 う ”と言 えます。 作業理 解、 習得、 上

達に時間 がかか ると い う特 徴が全 般にあ りますが 、それ ぞれ 確実に 成

長します 。個人 個人 の成長 と、ま た スタ ッフ同士 で組む こと の相乗 効

果もあり 、年度 の最 初と最 後では 作業量 の総体が 変わっ てき ます。 そ

の辺りの 可能性 、伸び 代を含 め、総 合的 に考える 必要が あり ます 。「難

易度」は 障害特 性と も関連 します が、努 力して到 達でき る 、 または 工

夫 や 練 習 を 重 ね て も 難 し い 作 業 を 見 極 め る 必 要 が あ る と 思 い ま す 。

「 状 況 判 断 」「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 程 度 」 等 、 こ れ も 現 場 に よ

り求めら れる程 度が 異な る ので、 スタッ フの特性 と併せ て考 える必 要

がありま す。  

  「安 全性確 保」 はある 程度ハ ード面 で調整で きる 場 合も あり、 社員

の関わる 度合い が違 ってき ます。 常時付 添わない と危険 なの か、 単 独

でもでき そうか 、携 帯電話 を 持た せ、有 事の連絡で OK なの か。あ る
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いは、最 初に指 示を 出し 最 後に仕 上り確 認に行け ばいい のか 。その 必

要な度合 いは変 わ り 、社員 の付き 方に調 整が出て きます 。  

  あと は「社 員フ ォロー の可能 な範囲 」 を挙げ ました 。一 人の社 員が

３～４人 とで１ チー ムを作 って動 いてい ますが、 その作 業の エリア の

広さ、作 業の内 容、 確認 す べき頻 度、あ と移動距 離 もあ りま す。特 に

キャンパ ス作業 では 広範囲 の 移動 が求め られ、物 理的に どこ まで可 能

なのかも 変わっ てき ま す。  

  新し い仕事 を始 める場 合は事 前の練 習期間 が 必要で す。 当社の 例で

言うと、 年度途 中で 作業場 所を変 更する 必要が生 じたこ とが ありま し

た 。 我 々 の 作 業 能 力 ・ 時 間 に 適 し た 新 し い 作 業 エ リ ア を 選 定 し た 上 、

一つの作 業場所 を ９ 月末で 終了し た後、 １ヶ月の 練習期 間を いただ き

11 月から 新しい 作業場 所で 作 業開 始、と いうこと を認め てい ただき ま

した。前 任者と の引 継ぎや 予算の 関係も 影響して きます ので 、調整 や

交渉の必 要な局 面で した 。  

 次 に ポ イ ン ト は 、 作 業 現 場 ま た 作 業 中 に 生 じ 得 る リ ス ク を 検 討 し 、

それを事 前にど う 回 避・軽 減する のか、 あるいは 何か問 題が 起きて し

まった際 に適切 な対 応を 取 れる体 制を作 っておけ る か、 とい うこと だ

と思いま す。言 うま でもな く 社員 体制に も限界が あるの で、 フォロ ー

しきれな い部分 は担 当から 外す 形 でも調 整を図っ てきま した 。  

「開始ま での準 備」 の段階 を 具体 的に挙 げました 。ここ で は 「シフ

ト編成」 が一番 肝心 かと思 います 。 考え るべき点 は作業 時間 、仕事 内

容 、 担 当 者 を 何 人 充 て ら れ る か 、 適 材 適 所 、 チ ー ム 編 成 、 時 間 の 枠 、

障害特性 の相補 性な どです 。例え ば挨拶 が苦手な 方がい たと して 、 挨

拶が得意 なスタ ッフ とペア に すれ ば何と か大丈夫 、とい うよ うなこ と

です。複 数の面 から なる諸 条件を 立体的 に 組立て るとい う難 しいプ ロ

セスにな ります 。 た たき台 を作っ て修正 を重ね、 とりあ えず の最初 の

シフトが できま す。  

  「清 掃業務 にお ける配 慮点」 を書出 しました 。  
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一番重視 してい るの が“安 全”で す。自 分がケガ をしな い、 周囲の

方にケガ をさせ ない ことを 意識し てもら って いま す。安 全に は色々 な

面 が 含 ま れ ま す が 、 特 に 「 体 調 管 理 」「 作 業 上 の リ ス ク 軽 減 」 を 強 調

したいと 思いま す 。  

  「体 調管理 」に ついて は衣類 調整、 夏場の水 分補給 等、 必要性 を促

し て も 自 己 管 理 が 十 分 で は な い 方 も あ り 、 と て も 気 を 使 う 場 面 で す 。

命や安全 に関わ る際 は少し 強い注 意を行 うことも ありま す。 てんか ん

等発作の リスク を持 つ方も おり、 健康管 理上の必 要事項 を確 認し、 実

際的な対 応策も 検討 してい ます 。 毎年の 健康診断 結果を 受け 、必要 に

応じて受 診や体 重管 理のサ ポート 等も行 います。  

  「作 業上の リス ク軽減 」は 可 能な限 り ハード 面で調 整 し ます。 掃除

道具や洗 剤も使 い方 により 危ない 場面が あります 。安全 性を 優先し た

選 び 方 、 使 い 方 を 指 導 し ま す 。 ま た 作 業 時 間 中 に 何 か 分 か ら な い 時 、

困った時 、危な い時 の連絡 手段を 確保 し 、連絡を 取合い なが ら作業 に

入っても らって いま す 。  

 ソフト 面でリ スク 軽減の ために できる ことは、 チーム 体制 を考え る

ことです 。担当 社員 が巡回 します が、な るべく ペ ア作業 にな るよう シ

フトを工 夫して いま す。そ れから 「安全 が大事だ 」と 繰 返し 教示す る
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ことも意 識して おり 、実際 に危険 な場面 があった 際は作 業を 止めて 教

えます。 安全や 命に 関わる ことに ついて は重要性 を認識 して もらう た

め、時に 厳しく 注意 を する ことも ありま す。ヒヤ リハッ トも 時々あ り

ましたし 、今後 もあ ると思 います 。リス クをゼロ にする こと はでき ま

せんが、 事前に 可能 性を予 見して 避けら れるもの は避け る、 対応で き

るように 備えを する 。それ でもど うして も難しい 部分は 外し てもら う 、

というこ とで対 応 し てきま した 。「 作業態 度」、具体 的には 丁寧な 作業 、

身だしな み、適 切な 挨拶 、 報告、 連絡等 も重視し ていま す 。  

 続いて 「習得 、上 達のた めの工 夫」で 行ってい ること を書 き出し て

みました 。障害 を持 つ方と 関わる 上で踏 まえてお くべき 基本 はある と

思 い ま す が 、「 褒 め ら れ た い 」「 努 力 を 認 め ら れ た い 」「 怒 ら れ た く な

い」、「で きるこ とが 増えて 嬉しい 」とい うのは 人 として 全く 同じだ と

思います 。信頼 して 期待を かけ、 努力や 成長を認 め、改 善策 を具体 的

に示して 、育て るよ う な意 識で関 わって いけば、 上達に 向か うと思 い

ます。大 事だと 思う のは、 障害者 の方は 受身とか 指示待 ちの 方が多 い

のですが 、仕事 をで きるよ うにな った、 それを自 分で 実 感し 嬉しく 思

う こ と で “ 自 分 で 自 分 を 律 し て い く ” と 言 い ま す か 、“ 自 分 で 頑 張 り

続 け る 力 を 内 側 に 持 つ ” と い う と こ ろ を 目 指 し た い と 思 っ て い ま す 。

理解する のに得 意、 苦手な パター ンがあ り、伝え 方は工 夫を する必 要

があると 思って いま す。  

 

８、 社会 人と して のス キル アッ プ  

スタッフ には、 作業だ けで なく人 として 成長して もらい たい と思っ

ています 。作業 指導 に加え て 全体 目標を 設定した り、定 期面 談で半 年

ごとに作 業面・ 生活 面の課 題を設 定し て 振返りの 時間を 持っ ていま す 。

また研修 も大切 にし て おり 、月２ 回です が「スタ ッフ研 修」 という 枠

を作って います 。作 業スキ ル、マ ナー、 健康管理 など 様 々な テーマ を

織り込ん で伝え てい ます。 新人ス タッフ には別に 「新人 研修 」を組 み

ます。年 間を通 して 防災訓 練、清 掃の集 中研修、 月１回 の避 難訓練 を
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していま す。支援機 関のフ ォロー 体制 も 活用して おり 、生活 面の支 援、

家庭との 連携、 余暇 活動の 充実 な ど広い 分野での サポー トを いただ い

ています 。  

 

９、 今後 の展 開  

設立して ５年が 経ち、 清掃 業務に おいて は一定の 実績を 重ね て これ

たように 思いま す。 スタッ フも実 習生も そうです が、力 を持 ってい る

方であっ ても清 掃で は難し い 方も あり、 今後 清掃 だけで 展開 してい く

ことには 限界も 感じ ている ところ です。 仕事の種 類を 増 やし ていく こ

とができ れば、 もっ と様々 な 活躍 をして いただけ るかな と考 えてい ま

す。他障 害の受 入れ 、加齢 対策へ の備え も含め、 清掃以 外の 業務 導 入

も検討し ていき たい と考え ていま す。  

  「大 学らし い業 務の切 出し」 を挙げ たいと思 います 。 私 は前職 で、

障害者の 働く様 々な 現場を 拝見す る機会 に恵まれ ました 。幾 つか大 学

に も 行 き ま し た の で そ の 経 験 も 含 め て 大 学 と い う 環 境 の 中 で こ ん な

仕事もあ るので は？ と書き 出して みまし た。仕事 の種類 も量 も、可 能

性は無尽 蔵にあ るで は と予 測でき ますが 、やはり これは 大学 本体の 理

解や協力 、繋い で い ただく という ことが 必要にな ってく るの ではな い

かと思わ れます 。組 織構成 に示し ました が、清掃 業務担 当子 会社の さ

らに子会 社とい う 現 状では 、大学 本体に 我々の 置 かれた 状況 がなか な

か伝わり にくい とい うか、 少々距 離 を感 じる場面 があり ます 。 大学 に

主 体 的 に 取 組 ん で い た だ け た ら 少 し ず つ 進 む の で は な い か と 期 待 し

ていると ころで す 。 また  「自主 制作」 と も書き ました 。昨 年より 少

しずつ封 入や事 務作 業 の取 組みが 始まっ たところ ですが 、ス タッフ の

新たな可 能性を 発見 したり 、作業 時間を 有効に調 整する ため の仕事 と

して、何 か自分 たち で 作る ことも 摸索し ていけた ら と思 って おりま す 。 

これで報 告を終 わら せてい ただき ます。 ご清聴あ りがと うご ざいま

した。  
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「 当 社 に お け る 障 が い 者 雇 用 の 取 り 組 み ～ 学 内 郵 便 物 の 仕 分 け ・ 集 配 業 務 ～ 」  

 

                株式 会社  帝 京サポ ート  取締 役                                 

勝又  勝 美  

 

 

１、 会社 概要   

  本社 事務所 は、 大学の 板橋キ ャンパ スに隣接 してい ます 。勤務 場所

は、板橋 キャン パス の中に ありま す。会 社の設立 は 2008 年 １月末 で

す。事業 の開始 が 2009 年 ４月１ 日です から、こ の間１ 年２ カ月が 準

備期間で す。その後 、2009 年の５ 月７日 に特例子 会社と して 認定さ れ

ています 。資本金 1,000 万円 、出資 者 は、学校 法人帝 京大 学が６ 割、

関連会社 の株式 会社 帝京サ ービス が４割 。特例 子 会社の 要件 で支配 力

基準とい うのが あり ます。 過半数 を親 機 関が保有 するこ とが 前提で す

ので、こ のよう な出 資比率 になっ ていま す。  

 従業員 は現在 33 名、 この うち 障 害者 が 21 名、 一般社 員は 12 名で

す。一般 社員 の 12 名の中 には、 職業生 活相談員 が３名 いま す。障 害

者は、全 員が発 達障 害です 。この 発達障 害の内訳 ですが 、手 帳等級 で

知的３度 の者が １名 、知的 ４度の 者が 2 0 名。こ の中で 雇用 対策上 の

重度障害 者が８ 名、 この人 たちは ダブル カウント になり ます 。男女 別

の割合で すが、 男性 が 18 名、 女性 が３ 名です。 一般社 員は 、男性 11

名の女性 が１名 です 。年齢 構成は 、若年 層です。 24 歳が １名、 23 歳

が１名、 あとは 22 歳以下 、 10 代 も６名 ほどいま す。  

 

 

２、 事業 内容  

学内郵便 物の仕 分け ・集配 、日用 雑貨・ 文具の納 入物品 の検 品であ

る と か 、 配 達 を し て い ま す 。 廃 棄 文 書 回 収 、 キ ャ ン パ ス 内 掃 き 掃 除 、

ゴミ回収 、ゴミ 分別 。  
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なお 1 年後に は現在 整備中 の大学 キャ ン パスの 4,0 00 坪 くらい が緑

地になり まして 、そ こでの ゴミ回 収、分 別、掃き 掃除を 担当 する予 定

になって います 。そ れから 、病院 の中の 業務では 、注射 薬な どのカ ー

ト搬送。 薬剤部 の伝 票整理 、処方 箋の整 理や病棟 にお茶 を運 んだ り し

ています 。加え て病 棟から 洗濯物 を回収 して、ク リーニ ング 業者に 引

き渡し、 できあ がっ たもの を配達 します 。写真は 職員の ユニ フォー ム

です。あ とは診 断群 分類の ＤＰＣ 用紙を 配付、デ ータ読 み取 りのス キ

ャン用紙 を回収 して います 。その 他、い ろいろな データ 入力 をして い

ます。ま た配布 物の 封入と 部署別 の仕分 け。  

最 近 出 て き た の は 、 オ ー プ ン キ ャ ン パ ス で 行 う ア ン ケ ー ト の 集 計 。

アンケー トの回 収数 は約 3,000 枚 ありま す。こう いう集 計は、 実は 知

的障害者 が得意 です 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１ ）メ ール 集配 業務 の具 体的 内容  

従事する 人数 は 、当 日の取 扱量に よって 午前中に 配達が 終了 す

るように 、臨 機応変 に変更 してい ます。 通常は障 害者 ５名、 それ

に一般社 員３ 名の合 計８名 で行い ます。 一般社員 ３名 は、仕 分け

先に困る ような 相手 先の判 断や 、チェ ッ ク機能を 果たし てい ます 。 

  １日 の流れ から 申し上 げます と、午 前９時に 全体朝 礼。 全体朝 礼
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後、業務 に就き ますが １週 間ごと に５つ の業務を ローテ ーシ ョンし

ています 。５つ という のは“配 送 ”、“ 薬 剤”、“ク リーニ ング ”、 “清

掃 ”、 そ れ か ら “ 人 事 ” で す 。 こ れ ら を ロ ー テ ー シ ョ ン し て い ま す

ので、担 当する グル ープミ ーティ ングに 参加 しま す。こ のグ ループ

ミーティ ングを 含む 司会進 行は、 すべて 障害者が 行いま す。  

  郵便 物です が、毎 日約 1,000 通が届 きます。 まずは 仕分け して い

きます 。その 後、仕分け した ものを 160 カ所の部 署ごと に袋 詰めを

します。 それか ら書留 等の 重要郵 便物に ついては 専用受 渡簿 に記入

し ま し て 、 配 達 先 別 の バ ッ グ に 入 れ ま す 。 大 体 １ 日 平 均 書 留 で 1 5

通ぐらい です。 宅配 便です が 、受 け取っ たときは 、該当 部署 が わか

るように マジッ クで 大きく 書いて おきま して、郵 便と一 緒に、 四つ

の配達グ ループ の台 車に載 せます 。二人 一組の四 つの配 達グ ループ

にわけ、 さらに 付属病 院 で は上層 階と低 層階に分 けて行 って います 。 

 すべて を台車 に載 せたこ とを確 認しま して、配 達を開 始す るのは お

およそ 10 時 です。  

流れをま とめ ますと 、９時 から朝 礼をし て、仕分 けは 約１時 間で

終わりま す。そ して 10 時 に配達 開始。 完了する のは 11 時か ら 11

時半です 。配 達の帰 りに預 かっ て くる、 発送する 郵便 物、あ るいは

学内への 郵便 物があ ります 。 預か ってき た者は 、 これ を仕分 けして

ポストに 入れ ます。 簡単な ミーテ ィング をして、 午前 中は終 わりま

す。  

 

（２ ）メ ール の集 配業 務開 始の 経緯  

どうして メール の集 配業務 を開始 し たか を申し上 げます 。  

特例子会 社設 立を検 討して いまし た時期 にはまだ 各部 署から 受け

取りに出 向い ていま した。 その時 期 に付 属病院と 大学 の建て 替え

工事が進 んで いまし た。上 層部の 意向も ありまし て、 特に医 療関

係従事者 、中 でも看 護師さ んのた めに「 本来業務 に専 念する ため

の配慮」 とい う厳命 が出ま した。 このと き事前 に 、看 護部長 や薬



29 

 

剤部長と 随分 協議を しまし て 出て きたの が、郵便 物や クリー ニン

グ、薬剤 のカー ト搬 送です 。  

   加 え て 、 セ キ ュ リ テ ィ ー の 問 題 が あ り 、「 不 特 定 多 数 を 付 属 病

院の中に 立ち入 らせ ない 」。こ れも 病院側 から出た ことで して 、そ

のために この「帝京 サポー トの 配送機 能 を最大限 に活用 する 」、メ

ール集配 業務は こう した経 緯から スター トしてい ます。  

   準 備活動 では 、まず 部署別 の郵便 物や宅配 便、文 具・ 雑貨の 取

扱量を調 査し ました 。その 上で、 届け先 のルート ・部 署を実 際に

回って、 計測 して、 ほぼ同 時に配 達が終 了するよ うに 配送体 制を

組みまし た。 配達に 際しま しては 、次の ようなこ とを 準備し まし

た。手渡 しの 手順を マニュ アル化 すると ともに、 立ち 入り先 で、

先ほどの 「株 式会社 ＷＵサ ービス 」の伴 さんの講 話で も話に 出ま

したが 、“あ いさつ”を慣 行させ ました。こ ういっ たもの の模 擬演

習を何度 も重 ねて、 よかっ た点で あると か、改善 すべ き点を 現場

同士で意 見を 出し合 って、 事前訓 練を繰 り返して 本番 に備え まし

た。  

 

（３ ）日 常業 務で 配慮 して いる 事項  

挨拶や身 だしな み、 安全、 衛生、 健康面 を日々チ ェック して い

ます。具 体的 には、 出勤し た人の 顔色を みたり 、 毎日 の朝礼 で必

ず「健康 状態 は大丈 夫か」 といっ た声か けをして いま す。ま た、

個人の特 性を 活かし た業務 の仕組 みをつ くってい ます 。パソ コン

が得意な 者も います 。清掃 が得意 な者も います。 郵便 に限ら ず、

仕分けが 得意な 者も います 。な るべく 得 意な分野 を 活か しな がら 、

一方では だれ でもど んな仕 事でも こなせ る体制を 構築 してい ます 。 

それから マンネ リ化 しない ための 工夫を していま す。具 体的 に

は、先ほ ど申し 上げま したよ うに“ ジョ ブローテ ーショ ン ”。５つ

の業務を 一週 間ごと に交代 すると いうよ うな、変 化を 持たせ ると

ともに、 午前と 午後 の仕事 の内容 を変え ています 。  
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   そ れと、 説明 は、口 頭で伝 えて耳 から。手 順は、 実際 の作業 を

しながら 目で 。そし て新人 には、 先輩を 手本にす るよ うにし まし

た。今ま で経 験した ことの ないこ とや、 教えられ たこ とのな い場

合は、そ こで 固まっ てしま って、 その先 に進まな いこ とがあ りま

す。本人 が処 理の仕 方を忘 れてい る場合 がありま す。 そう い うと

きには 、「こ ういう ときに はどう する んで すか」と、別の人 に聞 き

ます。そ のと きに、 正解を 示して 、確認 しながら 進め ます。 確認

をしなが ら進め ると いうの が一つ のポイ ントです 。  

   次 に、教 えは 繰り返 し、根 気よく 続けてい ます。 易し いこと か

ら難しい こと へと進 めてい ます。 あとは 、仲間と は協 力し合 う。

チームワ ーク で仕事 をして います ので、 １人だけ 勝手 な方向 を向

いちゃ困 るよ 、と。 こうい うこと も最初 からきち んと 教えま すの

で、その とおり やりま す。そ れか ら“ 褒 める・ね ぎらう・気 遣 う ・

感謝する ”、これを 日々実 行して いま す。働く者は 給料以 外に、成

長の実感 とい った“ 心の報 酬”、これ を 求めてい ます 。です から 、

褒めるよ うに してい ます。 できな かった というの は、 なるべ くと

がめない よう にしま す。で きたこ とを褒 めていま す。 よくで きた

事実を褒 めて 、士気 を高め る。た だ褒め っぱなし じゃ いけま せん

ので、褒 めて 「やる 気」が 高まっ たら、 次は新し い仕 事を覚 える

ための背 中を押 しま す。努力・工 夫や、常 にできた ことを 肯定 し、

更にアド バイ スとし て具体 的なこ とを言 ってやる と、 生き生 きと

取り組み ます 。実際 に配達 先で「『 ありが とう』と言わ れて、やり

がいを感 じた 」と、 学校の 見学会 で「先 輩の声」 とし て語っ てい

ます。そ れから 次への 挑戦 、「や る気」に もつなが ってい ると 言っ

ています 。  

 

 

 

 



31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ ４） ミス をし ない ため の工 夫  

個人のミ スを追 及す ること は、原 則し な いように します 。「どう

して発生 してし まっ たのか 」、その 原因を 整理しま して 、再び 同じ

ことが発 生し ないよ うに指 導をし ていま す。それ から 、ミス の原

因を整理 して 、原因 が判明 したら 夕方の 一般社員 によ るミー ティ

ングで、 今後 どう対 応する かを話 し合っ て 、具体 的改 善策を 決定

します。 必要 なとき は仕組 みその ものも 変えてい ます 。改善 策が

決定した 翌日 の朝礼 では、 全員に 対して 「ミスが この ように 発生

した。今 後ど うする か」と いうこ とを具 体的に示 して 、再発 防止

に努めて いま す。こ のよう に時間 を置か ないで、 タイ ムリー に指

示するこ と。こ れが 運用を 円滑に してい ると思い ます。  

   そ れから 繰り 返し発 生する ミスは 、改善策 を講じ て定 期的に 正

しい方法 を示 してい ます。 それと 、休日 明けとい うの はどう して

も、取扱 量が 多くな ったり してミ スが多 くなりが ちで すが、 今ま

でミスの 多い 例を具 体的に 示して 、注意 を喚起し てい ます。 あと

は、そ の場で 改善 できる ものは すぐ是 正 していま す。一般 社員は 、

チェック 機能 を果た すよう に各グ ループ に配置し てい ます。 障害

者には 、「 わか らなか ったら 勝手に 判断し ないで 、必ず 聞き なさい 」

と教えて いま す。こ のよう に対応 して、 ミスの発 生を 防止し てい
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ます。  

 

 （ ５） イレ ギュ ラー 対応  

障害者に は通常 と異 なる状 況が発 生した 場合は 、“ いつ 、ど こで 、

何があっ たか ”を、 メモ帳 に記録 してお いて直ち に一 般社員 に報

告しなさ いと 言って います 。朝礼 で、そ ういう事 項を 毎日チ ェッ

クしなが ら進 めてい ます 。“報 告・連 絡 ・相談 ”、を 、毎 日毎日 繰

り返して いま す。そ れと 、“勝 手に自 分 で判断し ない ・させ ない ”

ことです 。そ のため 一般社 員に は 、常に 聞く体勢 を持 たせて いま

す。  

 

 （ ６） 今後 の課 題  

３点あり まして 、１ つ目は 「指導 体制」 です。指 導体制 、モ ラ

ールを維 持し 、向上 してい くため に、 だ れがどの よう に指導 する

かという こと 。それ から、 それを だれが マネージ メン トして いく

かという こと 、先ほ ど「Ｗ Ｕサー ビス」 の伴さん の話 でも触 れら

れました が、 法人と のパイ プ作り は大事 です。私 は、 設立準 備か

らずっと 携わ ってい ますの で、現 在でも 大学の上 層部 と直 接 話を

します。 そう いうふ うにし ないと 、なか なか事が 進ま ない、 その

ように思 います 。  

   そ れと、 指導 者をど うやっ て育成 していく かです 。こ こまで ず

っと、素 人が 手探り できま したが 、障害 者は入社 して ６カ月 たち

ますと、 かな り成長 します 。今後 、障害 者に考え る力 と、状 況を

判断する 力をつ けさ せる。 この辺 が課題 だと思っ ており ます 。  

   い つも御 評価 いただ きます が、私 どもの成 長して いく ための プ

ログラム は、 簡単な プログ ラムで す。例 えば、１ 年間 の計画 、例

として、 ４月 には「 明るく 元気な あいさ つをしま しょ う」と いう

ように課 題を 与え ま す。そ うして 、半年 経ちます と、 自分の 目標

というも のを 自分で 言うよ うにな ります 。それだ け成 長をし てい
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きます。 あと 、指導 体制と は若干 次元が 異なりま すが 、ある セミ

ナーで「 障害 者が高 齢化し てくる と、健 常者と比 較し て労働 能力

が低下し 、体 を使う 仕事で は、体 力的に きつくな り休 みがち にな

る」と聞 きま した。 私ども の社員 は、現 在まだ若 いで すが、 この

点も今後 の課題 かな と思い ます。  

   次 に「処 遇」 ですが 、保護 者の一 番の期待 という のは 、長期 安

定雇用で す。 今後ど のよう に処遇 してい ったらい いか を検討 して

います。 最初 は１年 契約の パー ト タイマ ーとして 、時 給制か らス

タートし ます 。昨 年４月 に人事 考課を し まして 、それ をク リアし 、

３年経過 した 社員た ちを、 １年更 新の契 約社員と して 月給制 を採

用しまし た。 このハ ードル を設け るに際 しまして 、専 門家… 具体

的には社 会保 険労務 士であ るとか 弁護士 であると か、 こうい う方

の知恵を お借 り しま して作 りま し た。こ の取り組 みに 対して 賞賛

と驚きの 声をい ただ いてい ます。  

    ３つ目 に 、「災害 時にど うする か 」です。東 京都で は共助 の視 点

から「帰 宅困 難者対 策条 例 」を今 年の４ 月に施行 しま す。こ の中

で、事 業者に 課す努 力義務 とい うのが ３ 項目あり ます 。「 一斉帰 宅

の抑制 」、「３ 日分の 食料と 物資の 備蓄 」、それから「集 客施設 、例

えばデパ ート ・映画 館等、 障害者 を含む 要援護者 への 対応を 事業

者側が検 討し ておく 重要性 」が記 載され ています 。事 業者の 対応

は、急ピ ッチ で進ん でいる とも報 じられ ています 。し かし、 障害

者を含む 災害 弱者支 援のネ ックに なって いるのが 、個 人情報 の壁

だそうで す。 国 は支 援者を 決める よう求 めていま すけ れども 、安

否確認・ 避難 支援を 頼める 顔見知 りがい ない、負 担が 多すぎ て引

き受け手 がい ないと いう理 由から 各自治 体は災害 弱者 の避難 計画

づくりに 頭を悩 ませ ている とも報 じられ ています 。  

   当 社の場 合、 災害発 生時に 会社に いる場合 は、無 理し て帰宅 さ

せません 。問 題は、 出勤途 中や帰 宅途中 に災害に 遭遇 した場 合の

対策の構 えで す。本 人が、 正確な 情報や 周囲の状 況を 把握で きる
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か。自分 の意 思を伝 えるこ とがで きるの か。パニ ック に陥ら ない

か。避難 が必 要な場 合に、 避難場 所にた どり着け るか …とい った

問題点が あり ます。 周囲の 助けを 求める ことはま ず間 違いあ りま

せん。そ こで 私ども は、備 えとし て自助 ・共助・ 公助 の考え に基

づいて 、ま ず自ら の身の 安全を 確保す る マップを 作成し てい ます 。

出勤経路 上に あるす べての 駅やバ ス停近 くの安全 な場 所、具 体的

には公園 ・学 校・交 番など の位置 の確認 や道路状 況を 、家庭 に協

力を依頼 して 調査し マップ を作成 しまし た。これ とて 万全と は言

えません 。  

   こ のほか 、個 人カー ドを作 成して 携帯させ ていま す。 カード に

は、帝京 大学 の障害 者雇用 の特例 子会社 の社員で ある 旨を明 記し

て、「 御協力 をお願 いしま す」と 表示し て います。もちろ ん会社 だ

けではな く、 自宅の 住所・ 電話番 号のほ か、薬を 服用 してい る場

合は薬の 名前 も記入 してい ます。 これか らもどん な対 策が必 要か

を模索し ていき ます 。  

 

 

３、 障害 者雇 用を 検討 して いる 機関 への メッ セー ジ  

障 害 の あ る 者 に 対 し て 雇 用 の 機 会 を つ く っ て 社 会 参 加 を 促 す の は 、

教育機関 の使命 であ ると思 ってい ます。 私どもは 病院を 併せ 持って い

ますので 、役割 はさ らに大 きいも のと感 じていま す。そ こで 、まず 障

害を理解 するこ とか ら始め たらい かがか と思いま す。障 害者 が 10 人

いれば、10 人障害 の程度 は異な りま す。私どもは 、幸い 医療従 事者の

理 解 が 得 ら れ て 、「 こ ん な こ と が で き る ん じ ゃ な い か 、 こ ん な こ と も

検討して みてく ださ い」と 言われ まして 、業務分 野を拡 大し てきた の

も事実で す。   

 話は 少 し そ れ ま す け れ ど 、 先 ほ ど 笹 川 研 究 員 の 講 話 で 触 れ ら れ た 、 

発達障害 は小中 学生の 6.5％、例えば 40 人学級で ２人超 の割 合でい る  

といわれ ていま す。 しかし 個々の 状況に 応じた指 導・支 援計 画が不 十  
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分とも報 じられ てい ます。 障害者 につい ては一般 的な反 応と して、 漠  

然とした 不 安 が あ り ま す 。「 そ う い う 人 を 雇 用 し て 本 当 に 大 丈 夫 か 」。 

実は私ど もも医 療機 関であ りなが ら、そ ういう声 が出た こと も事実  

です。し かし現 在では 取り 組みを 理解し て、次々 と仕事 が舞い 込ん で

きている という こと をお話 しして おきた いと思い ます。  

  まず 、職場 実習 、イン ターシ ップの 受け 入れ をして みて はいか がで  

すかと御 提案し ます 。職場 実習を 受け入 れると、 きっと 考え が変わ り  

ます。私 どもで は、 通勤時 間１時 間圏内 にあ る特 別支援 学校 と連携 し  

て、職場 実習を 受け 入れて います 。特別 支援学校 には当 社の 取り組 み  

を理解し ていた だき まして 、仕事 内容に ふさわし い人材 を実 習に向 け  

てもらっ ていま す。 職場実 習のメ リット というの は、た くさ んあり ま  

す。当社 を見学 され た皆様 から 、「訓 練 すれば、 ここま でで きるん で  

すね」と いう声 をた くさん いただ いてい ます。本 人にと って は、職 業  

や社会人 に対す る理 解が深 まって きます 。 企業に とって は、 雇用の ミ  

スマッチ が少な くな ります 。適 性 を判断 して、仕 事に向 く人 材をピ ッ  

クアップ してい ます 。その 点が定 着率に もつなが ってい ると 思いま す 。 

私どもが スター トし てから ４年間 、「 辞 めた人は いない ので すか」 と  

いう質問 を時々 受け ます。 ２人ほ どおり 、一人は 家庭の 事情 で 辞め ざ  

るを得な かった 。も う一人 は病気 が再 発 しまして 、就 労困難 になっ た。 

この２名 だけで す。  

 以上で すが、 まだ ちょっ と時間 があり ますので 補足し ます 。皆さ ん  

が一番関 心ある のは 、「 なぜ特 例子会 社 にしたの か」、「 立ち 上げの 苦  

労はない のか」 であ ろうか と思い ます。 なぜ特例 子会社 にし たのか と  

いいます と、ハ ロー ワーク から法 定雇用 率を下回 ってい ると 再三指 導  

を受けた ことで す。 もう一 つは、 親会社 と異なる 労働条 件の 設定が 可  

能である という こと です。 それか ら、障 害者の特 性を生 かし て仕事 の  

確保、 拡 大 が で き る 。 ま さ に 私 ど も は 、 特 性 を 生 か し て 仕 事 の 確 保 、 

拡大をし ている 状況 です。 それで は、ど うして特 例子会 社で スター ト  

するよう 指示が 出た かとい います と、こ れは人事 部門が 大学 の上層 部  
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に報告し て、「そ れだっ たら特 例子会 社 でいこう 」と、 言っ てみれ ば  

トップダ ウンで 決ま ってい ます。 そのと きに特例 子会社 のプ ロジェ ク  

トチーム をつく るこ とと、 チーム メンバ ーも同時 に指名 があ りまし て 、 

「プロジ ェクト チー ムのチ ームリ ーダー に、勝又 」とい うこ とにな り  

まして、 現在に 至っ ている のが状 況です 。  

 あと、 立ち上 げの 苦労で す。皆 さん、 どんな仕 事をす るか が一番 お  

困りだと 思いま すが 発想を 転換し てしま えばいい と思い ます 。例え ば 、 

取りにき てもら って いるも のだっ たら、 こちらか ら持っ てい けばい い  

じゃない かとい うこ とです 。そう いった ものがあ ると思 いま す。準 備  

段階で業 務につ いて いろい ろ検討 しまし たけれど 、その とき 多く出 た  

のはスポ ット的 な仕 事が多 かった です。 恒常的な ものが なか ったの で 、 

人を雇う のだっ たら やっぱ り恒常 的にあ る仕事を 扱うべ きじ ゃない  

かという ことを 主張 しまし て、恒 常的に ある仕事 に取り 組ん できま し  

た。  

  あと はこう いっ た取り 組みを 「組織 の中でど う浸透 させ るか」 とい  

うことが 、皆さ ん関 心がお ありの ところ だと思い ます。 実は 、私ど も  

の特例 子 会 社 の 社 長 は 、 大 学 の 事 務 局 長 に 就 任 し て も ら っ て い ま す 。 

これは浸 透させ るた めの意 味合い もあり ます。社 長命令 で、 立ち上  

げを学内 に「い つか ら、ど んな仕 事をす る」とい うこと を通 知しま し

た。また スター ト後、担当し てほ しい業 務を申告 してく ださ いとい う

ことも３ 回ほど 通知 しまし た。そ のうえ で、スタ ート前 には付 属病 院

の看護部 長や薬 剤部 長と、本 来業 務に専 念できる ことを 前提 に何回 も

協議をし ました 結果、かな りの業 務が出 てきまし た。残 念なが ら事 務

部門とい うのは 一番 進まな かった のです が、立ち 上げて １年ぐ らい経

過したと ころで 、当 社の社 員が「 明るく 元気にあ いさつ する 、はつ ら

つと仕事 に取り 組ん でいる 」とい う声を たくさん 聴くよ うに なり 、「こ

んなこと は、こ れは どうか 」と寄 せられ て いるの が現状 です 。先ほ ど

の、オー プンキ ャンパ スでの 3, 000 枚の アンケー トの集 計、こ ういっ

たも の もそ の 一環 で す。 最 近の 事 務部 門 での 評 価は、「 明る く 素直 で
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気持ちが いい 」。加 えて、子を 持つ親 の立 場からす ると 、「こ んな あり

がたい取 り組み はな い」と いうこ とを、何人から も聞い てい ます。そ

れか ら、「障 害 者の 採 用を ど うす る か」 とい う こと が よく 話 題に なり

ますが、全くの 素人が 手探 りで始 めまし たので、ノウハ ウがあ りま せ

ん。協力を お願い したの は 、特別 支援学 校です 。以 前から 、特 別支 援

学校の先 生から「ぜひ 実習 生を受 け入れ てくださ い」と 依頼さ れて き

ました。受け入 れなが ら、ど んな 取り組 みをして いくか を検 討して い

く。実習生 を受け 入れた 際 、最初 は「 Ｗ Ｕサービ ス 」様が 使用さ れて

いました“実 習生の チェッ クシー ト”を参 考にさせ ていた だき ました 。

複数名で スコア リン グをし て、採 用に向 く人物で あるか どう かとい う

のを判断 してい ます 。  

  それ から「採用 後の教 育指 導」、これ をどうし ていく かと いうの も課  

題だろう と思い ます 。まず 私ども は、特 別支援学 校の先 生か ら、一 般  

社員に“ 障害者 と、 どう向 き合っ ていく か”とい うのを 話し ていた だ  

きました 。あと は本 格稼動 してか ら２年 近く、東 京ジョ ブコ ーチさ ん  

のアドバ イスを いた だきま した。 ここで 非常に参 考にな った のは、 例  

えば女性 に対す る配 慮であ るとか 、「 こ のあたり で 休憩 を入 れまし ょ  

う」とい ったこ とで す。健 常者で は、な かなか気 づ かな いこ とがた く  

さんあり ました 。   

  さら には、 居住 地を管 轄する 地域の 支援機関 とは年 ２回 定例会 を開  

催して、 情報を 交換 してい ます。 この中 の会議に はハロ ーワ ーク担 当  

者である とか、 特別 支援学 校の先 生も参 加をいた だいて いま す。特 別  

支援学校 の卒業 後支 援は３ 年間で す。そ の後の支 援は地 域の 支援機 関  

にバトン タッチ しま すので 、地域 の支援 機関との 連携も 密に してい ま  

す。  

 あと入 社後１ 年間 は、各 人別日 誌をつ くってい ます。 社会 人にな っ  

たら、も う日誌 なん かいら ないじ ゃない かという 御意見 もあ ります け  

れども、 今日の 出来 事を簡 単に本 人が記 入して、 一般社 員が コメン ト  

して、家 庭に持 ち帰 って、 家庭か らも簡 単なコメ ントを もら って、 翌  
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日提出し ます。 体調 である とか、 帰宅後 の様子、 休日の 過ご し方が わ

かって、 これは 、非 常に参 考にな ります 。  

それでは 時間が 来ま したの で、こ こで終 わらせて いただ きま す。

御清聴、 ありが とう ご ざい ました 。  
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[質疑応答 ]  

 

（質問者 ）  

 「ＷＵ サービ ス」 にお聞 きしま す。Ｗ Ｕサービ ス様は 早稲 田大学 さん

の子会社 の、そ のま た子会 社とお 伺いし ました。 グルー プ全 体の障 害者

雇用率の 算定方 法は どのよ うにな るので しょうか 。差し 支え なけれ ば教

えていた だきた い。  

 

（ＷＵサ ービス 伴氏 ）  

 直接の 子会社 では ないの で、通 常より も付加的 な手続 が必 要だっ たよ

うですが 、一応 グル ープ企 業とい うこと で算定さ れてい ると 聞いて おり

ます。  

 

（質問者 ）  

 そうし ますと 実質 的には 早稲田 大学さ んの特例 子 会社 とし て扱わ れて

おり、早 稲田大 学さ んで仕 事をさ れてい る教職員 がすべ て分 母に含 まれ

ると、こ ういう こと でござ います か？  

 

（ＷＵサ ービス 社長 小倉氏 ）  

雇用率の 分母は 、大 学の教 職員に 特例子 会社の者 員を加 えて おりま す 。 

 

（司会）  

補足させ ていた だき ます。 ご質問 は、孫 会社を特 例子会 社に する形 で

グループ 認定が なさ れるの かどう か、疑 問に思っ ておら れる という こと

からでは ないか と推 察いた します 。現 在、基本的に はこの スタ イルで は、

労働局で は認定 され ません 。  

 私の推 測にな りま すが、早 稲田大 学さ んが大学 の特例 子会 社第 1 号を

立ち上げ られる とい うこと があっ て、い ろいろ議 論をさ れた 結果、 特別

に認定を 得られ たの ではな いかと 思いま す。  
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企業から のご相 談の 中には 、「 第 1 次子 会社のさ らに子 会社 として 、

特例子会 社をつ くり たい。でき れば、そ の 1 次子会 社、全 部算 定の中 に

入れたい 」とい う意 向のと ころは 結構あ ります。 ですが 基本 的には 、労

働局は認 定しま せん 。例外 がない かと言 われたら 、一、 二、 聞いた こと

がありま すが、 そこ はあく までも 個別の 相談だろ うと思 いま す。よ ろし

いでしょ うか。  

 

（質問者 ）  

 立ち入 ったこ とを お聞き しまし て、申 しわけご ざいま せん で した 。あ

りがとう ござい まし た。  

 

（司会者 ）   

いえいえ 。ほか にご ざいま せんで しょう か？  

 

（質問者 ）   

ＷＵサー ビスと 帝京 サポー トにお 聞きし ます。そ れぞれ の会 社で雇 用

されてい る障害 者の 方の雇 用形態 と給与 水準をお 話いた だけ るよう でし

たら、参 考にお 聞き できれ ばと思 います 。  

 

（ＷＵサ ービス 伴氏 ）  

 ＷＵサ ービス での 雇用形 態は、 一年間 の有期契 約を更 新す るとい う形

です。最 初の３ カ月 間の試 用期間 を設け ますが、 その後 は基 本的に 一年

契約を更 新する とい う形を 取って おりま す。  

 給与は 、時給 で計 算をし ており ます。 最初は、 最 低賃 金で スター トし

ます。次年度 以降 の時給 につい ては勤 務 評価に基 づいて いま す。生活面 、

作業面、 ５項目 ずつ 、計 1 0 項目 ですが 、それを 年に４ 回、 各スタ ッフ

全員分の 評価を 出し ており ます。 年に一 度、評価 をもと に次 年度の 時給

に反映さ せてい ます 。  
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（帝京サ ポート 勝又 氏）  

 帝京サ ポート の雇 用形態 は、パ ートタ イマーと １年更 新の 契約社 員の

２種類で す。  

パートタ イマー の勤 務時間 は９時 から 1 6 時まで の実働 ６時 間、昼 の

休憩１時 間です 。現 在、時 給は 85 5 円で す。（ 当時の 最低 賃金 850 円）

最低賃金 を若干 、上 回る水 準です 。最近 、毎年の よ うに 最低 賃金上 がり

ますので 、実質 的に 時給が アップ してい るという 状況で す。  

 人事考 課を実 施し まして 、パー トタイ マーの中 で一定 水準 に達し た者

を 1 年更新 の契約 社員と してい ます。契 約社員は 、一般 社員と 同じ勤 務

時間であ る８時 半か ら 17 時ま でが勤 務 時間で、 実働７ 時 間 30 分 です 。

給与水準 でござ いま すが、 これは 国家公 務員の高 卒初任 給、 行政職 の１

の５を適 用して 、現 在、 14 万 01 00 円が 水準です 。  

 

（質問者 ）  

 ありが とうご ざい ました 。  

 

（司会者 ）  

 答えに くい質 問に も関わ らず具 体的な 数字を出 してい ただ きあり がと

うござい ました 。ほ かに御 質問ご ざいま せんでし ょうか 。   

では私か ら御質 問さ せてい ただき ます。 現在、特 別支援 学校 からだ け

の採用に 絞って らっ しゃる のは、 何か理 由がござ います か。  

 

（帝京サ ポート 勝又 氏）  

 現在、 特別支 援学 校の新 卒者だ けに限 定をして います 。過 去に大 学が

選考して 採用し た者 が現在 帝京サ ポート に 転籍し ていま す。 実はこ の 人

の教育に 非常に 手こ ずって います 。染ま った人を 新たに 教育 する。 これ

が非常に 労力を 要す るとい うこと がわか っており ます 。「前の 場所で はこ

んなこと はして なか った。 こんな 、こう いうふう にやっ てい た」と こ だ

わってし まい、 それ を修正 するの に、な かなか時 間がか かる 。理由 は最
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初から訓 練・教 育が なされ ていな かった からです 。最初 から きちっ と訓

練・教育がで きれば 、先ほ ど申 し上げ ま したよう に、「訓 練すれ ば、こ こ

まででき る」とい うふう になり ます 。以上 のような 現状が ござ いまし て、

新卒にこ だわっ てお ります 。  

 

（司会者 ）  

 ではＷ Ｕサー ビス にお聞 きしま す。私 が以前見 学させ てい ただい た際

には、ど ちらか とい うと既 卒の方 のほう が圧倒的 に多か った ように 、記

憶してお ります 。帝 京サポ ート勝 又様と 逆の御意 見もお あり になろ うか

なと思う のです が い かがで しょう か。  

 

（ＷＵサ ービス 伴氏 ）  

立ち上げ 当初は 、支 援機関 からの 既卒者 の実習が 多かっ たで す。特 別

支援学校 からの 見学 や実習 の問い 合わせ を受けま して、 徐々 に受け 入れ

るように なって まい りまし た。 1 校の特 別支援学 校から の受 け入れ をし

ますと 、「 来年度 も」と 続くこ とも ありま す。ま た、そ こから 別の特 別支

援学校か らも連 絡を 受ける ことも ありま す。この ように 少し ずつ新 卒者

の受け入 れが広 がっ てきて いるよ うな状 況です。  

 特別支 援学校 と支 援機関 と新卒 と中途 採用とい うこと です が、そ れぞ

れメリッ ト・デ メリ ットが ありま す。帝 京 サポー ト勝又 さん がおっ しゃ

ったよう に、中 途の 方がち ょっと 難しい 場面もあ ります が、 でもメ リッ

トもある なとい うふ うにも 感じて いると ころです 。また 特別 支援学 校で

も支援機 関でも ない 、職業 訓練校 からも 時々実習 を受け 入れ て、採 用を

している ところ です 。  

 

（司会者 ）  

 ありが とうご ざい ます。  

 

（質問者 ）  
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特例子会 社が当 然、 障害者 雇用の 雇用率 の中心に なろう かと 思うの で

すが、大 学本体 の中 でどの くらい の障害 者数がお られる ので しょう か。  

 実は私 どもの 大学 でも特 例子会 社設立 の検討を 進めて いま すが、 特例

子会社の 従業員 だけ で雇用 率 を達 成でき るかとい うと難 しい かなと いう

ような気 もして いる のです ね。も し、差 し支えな ければ 教え ていた だけ

たらと思 います 。  

 

（ＷＵサ ービス 伴氏 ）  

 大学に は、教 員と 職員の 方がい ます。 教員の方 に対し て、 定期的 に障

害者手帳 を持っ てい る方は 申告し ていた だくよう に促し てい るとこ ろで

す。  

 職員に ついて は、 障害者 雇用枠 での募 集を随時 行って おり ます。 こち

らは非常 勤の雇 用条 件で採 用を進 めてい るところ です。 大学 本体と 「Ｗ

Ｕサービ ス」の 障害 者雇用 してい る割合 ですが、 概ね３ ：１ ぐらい の割

合という ふうに 聞い ており ます。 本体で ３ /４、「ＷＵ サービ ス」 で 1 /４

という割 合であ ると 聞いて おりま す。  

 

（質問者 ）  

 ３：１ ですか 。そ うする と、本 体での 障害者雇 用が多 いと いうこ とで

すね。  

 

（ＷＵサ ービス 伴氏 ）  

 はい、 そうで す。  

 

（質問者 ）  

 はい、 わかり まし た。  

 

（司会者 ）  

 帝京サ ポート では どうな ってい ますか ？  
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（帝京サ ポート 勝又 氏）  

 私ども は、ま さに 御指摘 の点が 今、問 題になっ ており ます 。本体 には

現在、 4 0 人の 障害者 がいま す。帝 京 サポ ートに は 21 人 います 。当 社に

は雇用対 策上の 重度 障害者 が ９名 おりま すので、 障害 者 29 名とし てカ

ウントで きます 。実 は特例 子会社 を 設立 したため に、特 例子 会社に どん

どん依存 して き ます 。今朝 も、人 事課長 に「特例 子会社 に だ け依存 する

のではな くて 、大 学本体 も、もっと 積極的 に取り組 むべき では ないの か」

と、申し 入れて きた ばかり です。  

 障害者 手帳を 持っ ている かどう か は、 年末調整 のとき の障 害 者申 告、

これが一 つの手 がか りにな るかと 思いま す。これ を元に 障害 者を把 握す

ることが できま して 、年間 新たに 数名出 てくるよ うです 。お 答えに なり

ましたで しょう か。  

 

（司会者 ）   

今の話題 で、さ らに 御質問 はござ いませ んか？  学校法 人に 限った 話

ではない と思い ます 。特例 子会社 をつく ったとき に、分 母の 大きい 企業

であれば 、当然 この 問題出 てまい ります 。  

 特例子 会社だ けで 雇用率 が賄え る とい うことは 、大手 企業 ではま ず考

えられま せん 。「い かに本 体で雇 うか」と いうこと は、重 要な部 分だと 思

います。そこで 、「特 例子 会社で はどん な 仕事をす るのか 」、「で は本体 で

は専らこ ういう 障害 種別の 方を採 用して 、こんな 仕事を して もらう 。特

例子会社 では、 こん な仕事 をする から、 これに適 性のあ るよ うな障 害の

種類の方 を雇用 して いく」 ってい うよう な住み分 けみた いな ものが どこ

かで必要 なんだ ろう なと思 ってい ます。  

 ほかに 御質問 はご ざいま せんか 。  

 

（質問者 ）  

 就労支 援機関 職員 として 、企業 や教育 機関等か ら相談 を受 けてい る者

です。  
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 帝京サ ポート にお 聞きし ます。 特例子 会社設立 するに あた って、 プロ

ジェクト チーム を最 初に設 立され たと聞 きました が、ど うい った方 で構

成されて いたか 教え てくだ さい。  

 

（帝京サ ポート 勝又 氏）  

 板橋キ ャンパ ス に ある付 属病院 と同キ ャンパス にある 各学 部の各 総務

担当責任 者に集 まっ てもら い、検 討委員 会を設置 しまし た。 私は 別 の関

連会社を 担当し てお りまし たが、 そこに メンバー 入りを しま して、 プロ

ジェクト チーム のプ ロジェ クトリ ーダー として 進 めてき まし た。  

 検討委 員会は 月に ２回ぐ らい、 ６カ月 間開催し 、メン バー の総務 担当

責任者に 仕事の 切り 出しを 求めま した。 その後、 会社の 設立 につい ては

私がいろ んな会 社を つくっ た経験 が あり ますので 担当い たし ました 。「会

社の設立 までは 、私 がやり ま す 。設立 後 、誰か に引き 継ぎた い。」と申 し

入れまし たが 、「引 き続き あなた がやり な さい」と 指示 さ れまし て、今 日

に至って おりま す。  

 

（質問者 ）  

ありがと うござ いま した。 ＷＵサ ービス はいかが でした か。  

 

（ＷＵサ ービス 社長 小倉氏 ）  

 ＷＵサ ービス の社 長を務 めてお ります 、小倉と 申しま す。 私も途 中か

らこの任 務につ いて おりま すので 、設立 時の話は 詳しく は聞 いてお りま

せんが、 先ほど 申し 上げま した「 プロパ ティ ・マ ネージ メン ト」と 大学

の人事部 とが検 討チ ームを つくっ て、立 ち上げの 準備を して きたと 聞い

ておりま す。  

 

（質問者 ）  

 ありが とうご ざい ました 。  
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最近の障害者雇用管理等講習資料シリーズ一覧

1 7 6  聴 覚 障 害 者 の 職 場 定 着 、雇 用 継 続 に つ

い て

群 馬 大 学 教 育 学 部

障 害 児 教 育 講 座 准 教 授   金 澤 貴 之

株 式 会 社 リ ク ル ー ト オ フ ィ ス サ ポ ー ト  

 事 業 推 進 室 ｵ ﾌｨ ｽ ｻ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ ﾏ ﾈ ｰ ｼ ﾞ ｬ ｰ  

近 藤 康 昭

株式会社マルイキットセンター取締役社長 

武 居 哲 郎

1 7 7  精 神 障 害 者 の 募 集 ・ 採 用 に つ い て 株 式 会 社 日 立 製 作 所

労 政 人 事 部 労 務 課 主 任 藤 原   敏

労 政 人 事 部 労 務 課 五 味 渕 律 子

清 水 建 設株 式 会社 人事部 杉 浦 光 夫

川 村 由 佳

中 央 労 働 金 庫

総 務 人 事 部 主 任 調 査 役   山 本 富 子

1 7 8  小 売 業 に お け る 障 害 者 雇 用 の 促 進 に

つ い て  

株 式 会 社  良 品 計 画  

総 務 人 事 J・ S O X 担 当 成 澤 岐 代 子

株 式 会 社  い な げ や ウ ィ ン グ

管 理 運 営 部 長       石 川 誠

1 7 9  医 療・介 護 業 に お け る 障 害 者 の 雇 用 促

進 に つ い て  

中 央 障 害 者 雇 用 情 報 セ ン タ ー  

障 害 者 雇 用 エ キ ス パ ー ト  名 田 敬

横 浜 市 立 二 つ 橋 高 等 特 別 支 援 学 校

進 路 専 任 主 幹 教 諭 犬 山  貴 文

医 療 社 団 法 人 愛 友 会 上 尾 中 央 総 合 病 院

人 事 課 長  七 島  清 孝

千 葉 障 害 者 職 業 セ ン タ ー

上 席 障 害 者 職 業 カ ウ ン セ ラ ー 中 村 孝 志

※ そ の ほ か 発 行 し て お り ま す シ リ ー ズ に つ き ま し て は 、 当 機 構 ホ ー ム ペ ー

ジ に て 公 開 し て お り ま す 。ご 希 望 の 際 は 、発 行 元 へ お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。
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